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１ 平成１０年９月１０日議決 アビアシュド式ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型

超軽量動力機

大分県直入郡久住町 平成１０年５月３１日

２ 平成１０年９月２４日議決 個人所属

アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＫ２３Ｂ型

ＪＡ２３８４

埼玉県妻沼滑空場 平成１０年６月３０日



型 式：アビアシュド式ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型超軽量動力機（複座）

識別番号：ＪＲ１２３１（（財）日本航空協会識別番号 ）

発生場所：大分県直入郡久住町有氏字広内１７６５番地の牧場

発生日時：平成１０年５月３１日 １１時３０分ごろ

１ 航空事故調査の経過

1.1 航空事故の概要

同機は、平成１０年５月３１日、熊本県阿蘇郡産山村の場外離着陸場を離陸し、 

同場外離着陸場の北東約１１km付近を飛行中、１１時３０分ごろ、雑木林に墜落。

搭乗者数 操縦者１名

搭乗者の死傷 操縦者 重傷

航空機の損壊 機体 大破、火災発生なし

1.2 航空事故調査の概要

主管調査官が、平成１０年６月１日～３日現場調査、６月１７日機体調査を実施。 

意見聴取を行った。

２ 認定した事実

2.1 乗組員に関する情報

操縦者 男性 ４９歳

（財）日本航空協会技量認定 Ｎｏ．８４６９（平成５年３月５日 ）

型式の限定 舵面操縦型

総飛行時間 約２３０時間

同型式機による飛行時間 約５０時間

（上記時間は操縦者の口述による。）

2.2 航空機に関する情報

2.2.1 航空機

型 式 アビアシュド式ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型

総飛行時間 約５００時間

事故当時の重量 約２７５kg（仕様書最大重量３７０kg）

（上記時間は操縦者の口述による。）



2.2.2 エンジン

型 式 ロータックス式５３２型

総使用時間 約５００時間

（上記時間は操縦者の口述による。）

2.2.3 機体調査

（1）操縦系統は、墜落時の損傷を除き、異常を認めず。

（2）エンジンを機体から取り外し試運転を実施、異常を認めず。

（3）機首部圧縮変形

（4）プロペラは、３枚のうち２枚が破断。

2.3 現場調査結果

2.3.1 事故現場は、久住高原内の標高約８００ｍの牧場西側傾斜地の雑木林で、 

機体は、機首を概ね北方向に向けて倒立した形で墜落。周囲の雑木に衝突痕はな 

く、ほぼ垂直に落下と推定。（写真参照）

2.3.2 事故に至るまでの経過は、操縦者によれば、概略次のとおり。

気圧高度約８５０ｍで飛行中、エンジンに不調を感じ、スロットル・レ 

バーを操作、調子を見たが不安を感じた。場外離着陸場（標高約７１０ｍ） 

は、その東側に谷があるため、北東方向の久住高原に不時着をすることとし、 

牧場スロープへ不時着を試みたが、操縦不能となり墜落。この間、速度計は 

見ていなかった。

また、牧場内の事故現場近くにいた目撃者によれば、概略次のとおり。

同機は、牧場上空を左旋回で一周。その後、同目撃者の東側を南から北へ 

超低空で通過後、左上昇旋回、同牧場西側の谷上空へ戻った後、機体が左に 

傾き、機首から急角度で墜落。

事故機が牧場を低空で通過した時、エンジン音は聞こえていた。風は感じ 

なかった。（付図１参照）

2.4 気象に関する情報

事故現場の南西約１１kmに位置する当該機が離陸した場外離着陸場の気象は、操 

縦者及び操縦者が所属していたクラブ員によれば、次のとおり。

天気 晴れ、視程 良好、風向 西、風速 ４～６m/s



３ 事実を認定した理由

同機は、地上痕跡、機体の損傷状況、操縦者及び目撃者の口述から、場外離着陸場 

を１１時２０分ごろ離陸、事故発生場所付近で低い対地高度で左旋回中、１１時３０ 

分ごろ失速に陥り、機首から墜落したものと推定。

なお、調査の結果、エンジンには異常なかったものと推定。

４ 原因

本事故は、同機が低い対地高度で旋回中、失速に陥ったため、墜落したことによる 

ものと推定。



付図１ 事故現場見取図



付図２ アビアシュド式
ミストラルＪ－Ｒ５３２Ｌ型三面図



写真 事故機 
操縦者救出直後

回収中


